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（
処
理
）

第
百
二
十
五
条

法
務
大
臣
は
、
救
済
の
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
誠
実
に
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
務
大
臣
は
、
救
済
の
申
出
の
内
容
が
、
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
対
す
る
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第

七
号
ま
で
に
掲
げ
る
少
年
院
の
職
員
に
よ
る
行
為
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
で
き
る
限
り
六
十
日
以
内

に
、
そ
れ
ら
以
外
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
で
き
る
限
り
九
十
日
以
内
に
そ
の
処
理
を
終
え
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
法
務
大
臣
の
措
置
）

第
百
二
十
六
条

法
務
大
臣
は
、
救
済
の
申
出
の
内
容
が
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
少
年
院
の
長
の

措
置
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
措
置
が
違
法
又
は
不
当
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
を
受
け
る
こ
と
を
許
さ
な
い
処
分
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

診
療
の
中
止

二

第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
領
置
さ
れ
て
い
る
現
金
の
使
用
又
は
第
七
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
領
置
さ
れ
て
い

る
金
品
の
交
付
を
許
さ
な
い
処
分

三

第
七
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
を
負
担
さ
せ
る
処
分

四

第
八
十
一
条
に
規
定
す
る
宗
教
上
の
行
為
の
禁
止
又
は
制
限

五

第
百
条
、
第
百
一
条
、
第
百
二
条
第
一
項
又
は
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
信
書
の
発
受
又
は
文
書
図
画
の
交
付

の
禁
止
、
差
止
め
又
は
制
限

六

第
百
四
条
第
五
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
発
受
禁
止
信
書
等
の
引
渡
し
を
し
な
い
処
分

七

第
百
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
を
負
担
さ
せ
る
処
分

八

第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒

九

第
百
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
物
を
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
処
分

十

第
百
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

２

法
務
大
臣
は
、
救
済
の
申
出
の
内
容
が
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
対
す
る
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七

号
ま
で
に
掲
げ
る
少
年
院
の
職
員
に
よ
る
行
為
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
行
為
に
あ
っ
て
は

そ
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
、
同
項
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
に
あ
っ
て
は
そ
の
行
為
が
違
法
又
は

不
当
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
様
の
行
為
の
再
発
の
防
止
の

た
め
必
要
な
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。

（
通
知
）

第
百
二
十
七
条

法
務
大
臣
は
、
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
処
理
を
終
え
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
処
理
の
結
果

（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法
務
大
臣
の
措
置
を
含
む
。）を
救
済
の
申
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
在
院
者
に
よ
る
救
済
の
申
出
（
第
百
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
少
年
院
の
長
の
措
置
又
は
少

年
院
の
職
員
に
よ
る
行
為
に
係
る
救
済
の
申
出
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
そ
の
在
院
者
が
出
院
し
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
法
務
省
令
へ
の
委
任
）

第
百
二
十
八
条

こ
の
節
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
救
済
の
申
出
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
。

第
二
節

苦
情
の
申
出

（
監
査
官
に
対
す
る
苦
情
の
申
出
）

第
百
二
十
九
条

在
院
者
は
、
自
己
に
対
す
る
少
年
院
の
長
の
措
置
そ
の
他
自
己
が
受
け
た
処
遇
に
つ
い
て
、
口
頭
又

は
書
面
で
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
実
地
監
査
を
行
う
監
査
官
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
三
十
一
条
第
一
項
に
お
い

て
単
に
「
監
査
官
」
と
い
う
。）に
対
し
、
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
百
二
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
苦
情
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

監
査
官
は
、
口
頭
に
よ
る
苦
情
の
申
出
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
少
年
院
の
職
員
を
立
ち
会
わ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

第
十
七
章

移
送

第
百
三
十
四
条

少
年
院
の
長
は
、
矯
正
教
育
の
効
果
的
な
実
施
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
少
年
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
矯
正
管
区
の
長
の
認
可
を
得
て
、
在
院
者
を
そ
の
少
年
院
以
外
の
少
年
院

に
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
移
送
す
る
少
年
院
の
長
は
、
指
定
矯
正
教
育
課
程
と
は
異
な
る
矯
正
教
育
課
程
を
当
該

少
年
院
以
外
の
少
年
院
の
長
が
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
当
該
在
院
者
を
移
送
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、少
年
鑑
別
所
の
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
専
ら
医
療
上
の
理
由
に
よ
り
在
院
者
を
移
送
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
章

仮
退
院
、
退
院
及
び
収
容
継
続

（
仮
退
院
の
申
出
）

第
百
三
十
五
条

少
年
院
の
長
は
、
保
護
処
分
在
院
者
に
つ
い
て
、
第
十
六
条
に
規
定
す
る
処
遇
の
段
階
が
最
高
段
階

に
達
し
、
仮
に
退
院
を
許
す
の
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
対
し
、
仮
退
院
を
許

す
べ
き
旨
の
申
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

監
査
官
は
、
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
誠
実
に
処
理
し
、
処
理
の
結
果
を
苦
情
の
申
出
を
し
た
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
出
院
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
少
年
院
の
長
に
対
す
る
苦
情
の
申
出
）

第
百
三
十
条

在
院
者
は
、
自
己
に
対
す
る
少
年
院
の
長
の
措
置
そ
の
他
自
己
が
受
け
た
処
遇
に
つ
い
て
、
口
頭
又
は

書
面
で
、
少
年
院
の
長
に
対
し
、
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
百
二
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
苦
情
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

在
院
者
が
口
頭
で
第
一
項
の
苦
情
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
少
年
院
の
長
は
、
そ
の
指
名
す
る
職
員
に

そ
の
内
容
を
聴
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
少
年
院
の
長
が
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
節

雑
則

（
秘
密
申
出
）

第
百
三
十
一
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
、
救
済
の
申
出
を
し
、
又
は
監
査
官
に
対
し
苦
情
の
申
出
を
す
る
に
当

た
り
、
そ
の
内
容
を
少
年
院
の
職
員
（
当
該
救
済
の
申
出
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た
相
談
員
を
除
く
。）に
秘
密
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
九
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
救
済
の
申
出
又
は
苦
情
の
申
出
の
書
面
は
、
検
査
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
）

第
百
三
十
二
条

少
年
院
の
職
員
は
、
在
院
者
が
救
済
の
申
出
又
は
苦
情
の
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の

者
に
対
し
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
六
章

仮
収
容

第
百
三
十
三
条

少
年
院
の
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
少
年
院
以

外
の
少
年
院
又
は
少
年
鑑
別
所
に
在
院
者
を
仮
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
の
外
で
矯
正
教
育
を
行
う
場
合

二

第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
の
外
で
同
条
第
一
項
の
支
援
を
行
う
場
合

三

第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
又
は
訪
問
を
す
る
場
合

２

在
院
者
を
同
行
す
る
場
合
（
第
八
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
九

十
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
連
れ
戻
す
場
合
を
含
む
。）に
お
い

て
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
最
寄
り
の
少
年
院
若
し
く
は
少
年
鑑
別
所
又
は
刑
事
施
設
の
特
に
区
別

し
た
場
所
に
そ
の
者
を
仮
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
、
少
年
法
第
十
七
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
又
は
少
年
鑑
別
所
法
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
五
十
九
号
）第
百
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
仮
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
質
に
反
し
な
い
限
り
、
在
院
者
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。
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